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概要：本研究は，総合的な学習の時間（以下，総合学習）で育まれた資質・能力が，学校卒業後の実

社会でどのように生かされているのかを明らかにすることを目的としている。総合学習では，実社会，

実生活と関連した課題を解決する中で，生きる力を育むことが目標とされ，新学習指導要領において

も探究的に学ぶことの重要性が指摘されている。本研究では，総合学習の経験がある社会人を対象に

アンケート調査を実施し，総合学習の学びをどう認識し，それが社会人になってからどのように生か

されていると感じているのかについて整理した。 
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１ はじめに 

 新学習指導要領が告示され資質・能力の３つ

の視点から各教科等の学習指導要領が記述され

た。習得・活用・探究という学習プロセスがよ

り重視され，高等学校において「総合的な探究

の時間」が示されたことにも，そのねらいが表

れている。 

総合学習は，「よりよく課題を解決し，自己の

生き方を考えていくための資質・能力を育成す

ることを目指すものである」とされ，まさに新

しい時代に必要となる資質・能力の育成を目指

した時間であると捉えることができる。 

総合学習によって育った能力についての調査

では，村川ほか（2015）や七里（2018）などが

ある。これらの調査ではある特定の学校の卒業

生を対象とした追跡調査の結果，コミュニケー

ション能力や問題解決能力など，総合学習で培

った能力が卒業後も生かされていることが報告

されている。 

先行研究ではどちらも附属学校を対象にして

おり，総合学習に熱心に取り組んだ学校を対象

に研究が進められているが，それらの成果はど

この学校でも同様に得られるかについては明ら

かにされていない。 

そこで本研究では，学校を限定せずに調査を

実施し，より幅広く総合学習の成果について明

らかにすることを目的とする。 

２ 研究の方法 

（１）調査方法，対象，調査時期 

方法：アンケート記入による調査 

対象：総合学習を経験している年代に Web 上で

アンケートの協力依頼を行った 

時期：2018 年 8 月 7日～8月 15 日 

アンケートの質問項目は，以下の通りである。 

【１～７：選択式 ８：記述式】 

１．今年度で何歳になりますか。 

２．現在のご職業について教えてください。 

３．「総合学習」の学習経験について選択してく

ださい。 

４．あなたが「総合学習」によって身に付いた

と思うものを選択してください。（複数回

答可） 

５．今，あなたが生きていく上で大切だと思う

ものを選択してください。（複数回答可） 

６．あなたが，今，活用できていると思うもの

を選択してください。（複数回答可） 

７．「総合学習」での学びは，今のあなたの生活

やお仕事等に影響していると思いますか。 

８．総合のどのような学習によって，どのよう

に影響していると思いますか。問７で生き

ていると思わないと答えた人は，総合につ

いて覚えていることをお書きください。  
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 なお，問４，５，６で尋ねている「力」とは，

「小学校学習指導要領第２節 目標の趣旨 ２ 

総合学習で育成することを目指す資質・能力」

を参照し，回答者に伝わりやすいと思われる表

現に書き替えたもので，以下の６つを選択肢と

して準備した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

（２）分析方法 

選択式の問いは，回答数や割合を出し，記述

式の問いは，テキストマイニングにより回答を

分類し，その頻度を分析した。 

また問７において，肯定的に回答した群と否定

的に回答した群に分け，他のアンケート項目と

のクロス集計を行い，その特徴を分析した。 

 

３ 結果と考察 

アンケートの協力者を募集した結果，10 代～

30代前半の計227名の回答を収集することがで

きた。それぞれの設問の結果について考察を進

めていく。(属性は以下のとおり) 

表１ アンケート回答者の属性(年齢別) 

 

 

 

 

 

 

 

表２ アンケート回答者の属性(職業別) 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習経験の有無について＞ 

 
図１ 小・中・高いずれか１回でも総合学習を経

験した人と，未経験の人の人数割合 

 

学習していないと回答した人のうち，ほとん

どは 31 歳以上であり，総合学習が設置されて間

もなく高校を卒業したためだと考えられる。 

なお，小・中・高別の割合としては，「学習し

た」，「学習していない」，「わからない」，「通学

していない（高校のみ）」の選択肢のうち，「学

習した」と答えた人は，小学校 76％，中学校 66％，

高校 41％だった。 

これらの結果から，校種により差異があるも

のの，アンケート回答者の９割近くが総合学習

の経験者であるため，本研究の調査対象とする

ことは妥当であると言える。 

 

＜学びの影響について＞ 

  

図２ 「総合」での学びが，今の生活や仕事等に

影響していると思いますか。 (問７) 

 

総合学習での学びが今の自分に生かせている

と思っている人は約半数に留まっている。 

9 割近くの人が総合学習を経験しているとい

う結果と照らし合わせると，生かせている実感

がない要因は経験の有無より，当時の学習内容

によるものが大きいと考えられる。 

そこで，「生かせていると思う，まあ思う」「あ

まり思わない，思わない」の分類ごとに「総合

学習による生活や仕事への影響」の内容を捉え，

①身の周りの問題・課題を見つける力 

②問題を解決するのに情報を整理・分析する力 

③集めた情報を整理・分析する力 

④知ったことをまとめたり表現したりする力 

⑤他者と一緒に，力を合わせて課題を解決しよ

うとする力 

⑥自分が知ったことや得たものを生かして，社

会に参画しようとする態度 



後ほど分析する。 

 

＜総合学習で身に付いた資質・能力について＞ 

 

図３ 「総合の時間」の学習によって身に付いた

と思うものを選択してください。(問４) 

 

総合学習によって，⑤「他者と一緒に，力を

合わせて課題を解決しようとする力」が身に付

いたと感じている人が 102 人ともっとも多く，

④「知ったことをまとめたり表現したりする力」

が身に付いたと感じている人が 95 名と多い。 

 

図４ あなたが生きていく上で大切だと思うもの

を選択してください。 (問５) 

 

図５ あなたが，今活用できていると思うものを

選択してください。 (問６) 

一方，あなたが生きていく上で大切だと思う

資質・能力では，⑤「他者と一緒に，力を合わ

せて課題を解決しようとする力」が 166 人とも

っとも多く，次に①「身の周りの問題・課題を

見つける力」が 145 人と多い。 

あなたが活用できている資質・能力について

は，⑤「他者と一緒に，力を合わせて課題を解

決しようとする力」が 127 人となりもっとも多

く，次に②「問題を解決するのに情報を整理・

分析する力」が 115 人となり多い。 

 
図６ 総合学習の生活や仕事への影響の有無と身

に付いた資質・能力の関係 (問７×問４) 

 

総合学習によって身に付いたと感じる力につ

いて比較してみたところ，①「身の回りの問題・

課題を見つける力」，⑥「自分が知ったことや得

たものを生かして，社会に参画しようとする態

度」の項目で大きな差異が出ていた。総合学習

が社会に影響していると回答した人は，そうで

ない人に比べてこの 2つの力を選択した人の割

合が倍以上である。これは，総合学習でどのよ

うに学習してきたかが影響していると推測する。

詳しくは，テキストマイニングの結果を参照し

て後述する。 

また，以下のデータにも着目したい。 

 

図７ 総合学習の生活や仕事への影響の有無と生

きていく上で大切な資質・能力の関係 (問７×問５)  

 

 図６と異なり，この結果は肯定的な群・否定

的な群に関わらず，差異は小さいことがわかる。 

 



＜総合学習の今の生活への影響(問８)＞ 

 当時の総合学習がどのように影響しているか，

集めた記述式の回答をテキストマイニングで分

析した。総合学習が今の自分に影響していると

肯定的に答えた群と否定的に答えた群とを分け，

名詞と動詞で頻出したワードを集計した結果は

以下の通りとなった。 

 

※ユーザーローカル テキストマイニングツールによる分析 

（http://textmining.userlocal.jp/） 

 

肯定的に回答した群は，「課題」「他者」「解決」

「考える」といった，探究的な学びに関わるワ

ードが頻出していることがわかる。具体的には，

「課題を解決する」「他者と協力する」「他者に

伝える」「地域と関わる」等の記述が目立った。 

一方，否定的に回答した群は，それらのワー

ドが少なく，「記憶」「先生」「覚える」などのワ

ードが頻出していることがわかる。具体的には，

「経験はしたが何を学んだか記憶にない」「目的

が感じられない」「やらされている」等の記述が

目立った。これは，どのような総合学習が効果

的であるのかを示していると考えられる。 

 

＜以上を踏まえての考察＞ 

これらの結果から，社会で生きる総合学習をし

た人は，子どもの頃，課題意識を持ち，他者と

関わりながら探究的に学んだと思われる。 

一方，社会で生きる総合学習をしていない人

は，総合学習において課題意識を持てず，他者

との関わりの少ない学習をしてきたと思われる。 

しかし，図７のように，両者とも「身の回り

の問題・課題を見つける力」と「自分が知った

ことや得たものを生かして，社会に参画する態

度」は，今，生きていく上で大切だと感じてい

ることから，これらの資質・能力を育むことは

重要課題であろう。教育現場で総合学習の指導

をする教師は，これらの資質・能力を身に付け

ることを視点においてカリキュラム・マネジメ

ントをする必要があると考えられる。 

 

４ まとめ 

 アンケート結果の分析から「身の回りの問

題・課題を見つける力」，及び「自分の知ったこ

とや得たものを生かして社会に参画しようとす

る態度」は総合学習によって，一定の成果が得

られることが明らかになった。 

 しかし，ただ総合学習を履修するのではなく，

どのような学習を行うかが重要である。分析の

結果から，課題設定や，地域や他者と関わるこ

とがポイントではないかと推測される。 

 

５ 今後の課題 

総合学習が学習指導要領に位置付けられて２

０年経ち，当時総合学習で学んだ初めての世代

が社会人となっている今，総合学習の効果を検

証することは意義深い。 

本研究では，アンケート調査により 227 名の

回答を得られたが，ヒヤリング等を実施してお

らず，具体的な場面の想定が不十分であった。 

今後は，より詳細な分析を行い，総合学習が

社会に出てからどのように影響しているかをさ

らに検証していくことで，より効果的な総合学

習の実践に生かしていきたい。 
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